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蛍光増白剤の紫外線遮蔽性
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未処理 1，320 0，947 28．3
10mg／1 1，415 0，815 42．4
50mg／1 1，515 0，454 70．0
75mg／1 1，510 0，461 69．5
100mg／1 1，321 0，402 69．6
洗剤C 1，443 1，053 27．0
洗剤A 1，367 0，963 29．6














































未処理 1，320 0，913 30．8
10mg／1 1，415 0，852 39．8
50mg／1 1，515 0，515 66．0
75mg／1 1，510 0，557 63．1
100mg／1 1，321 0，444 66．4
洗剤C 1，443 0，983 31．9
洗剤A 1，367 0，963 29．6












wg濃度 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20








洗剤種類 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
洗剤C 0 一〇．961一〇。066一〇．066 0．2368一2．435一3．442一3．846一5．153一6．446一6．769
洗剤B 0 一1．258 0 0，6951，3460，987一〇．336一1．82 一2．405一3．773一4．087
洗剤A 0 0，0610．75 1，1472，5692，7523，5512．57 1，5570，794一3．25
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れについて最小自乗法により二次式に当てはめ、さらに20時間～30時間を、求めた二次式から算
出して図示したのが第1図および第2図である。　（図中の破線は二次式から求めた値を外挿した
結果である。）これらの場合の決定係数は蛍光増白剤WGでは100mg／1の場合0．661とやや小さ
かったが他の濃度の場合では0．973～0．997の範囲にあり、よく適合しているといえる。また洗剤
の場合についても決定係数は0．910～0．952の範囲にあり、充分適合していると判断される。
蛍光増白剤WGでは50，75mg／1の場合15～20時間近傍から透過は徐々に大きくなるような傾向
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　第2図　蛍光増白剤（WG）の濃度と紫外線透過率
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第3図蛍光増白剤配合洗剤の紫外線透過率
が見られる。第1図の結果にも見られたが、これは蛍光が消失し始める時間とほぼ一致し、蛍光
の消失と共に紫外線の透過が増大していくことを示唆しているものと考えられる。1）　一方100
mg／1のような高濃度ではあまり変化は見られず時間的に遅れて紫外線の透過が増大していくこ
とが推測される。しかしこれらは実験時間の範囲内での考察であり、この現象を長時間までに適
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用していくことはできず、この長時間については今後の問題としたい。また低濃度の10mg／1の
場合はほとんど変化は見られないが、これはむしろ未処理の場合に類似した傾向を示していると
解釈できよう。未処理では第1表や第2表で見られた如く初期の紫外線透過は大きいが、照射時
間の増大と共に紫外線透過は悪くなる傾向が見られる。これは照射時間の増大と共に生じる紫外
線によるアミド結合の崩壊、それに伴う低分子物質の生成、再結合化構造物や架橋化構造物質の
生成等が蛍光増白剤が吸着している場合と吸着していない場合とでは異なり、これらが影響して
くるものと考えられる。筆者の従来からの研究結果を考え併せると蛍光増白剤が吸着することに
より蟻酸不溶解分の再結合化構造物や架橋化構造物質が増大するが水溶性低分子物質の生成は未
処理より少なく、未処理の場合においては、水溶性低分子物質の生成により、より紫外線の透過
は進行していくもののように推察される。2）
第2図による蛍光増白剤配合洗剤では、ほぼ未処理の場合と同様の時間変化を示し、蛍光増白剤
の影響はほとんど伺えない。照射時間の初期にやや透過率が上昇した後減少し、極大値が見られ
るが紫外線による生成物質の影響によることが推察される。またこの場合も20時間以上の長時間
照射に関しては今後の課題として検討していく予定である。
2．照射後の物性について
　先に見たように蛍光増白剤が吸着している場合と吸着していない場合では紫外線透過の時間変
化において異なった傾向を示すことが判明したが、その試料の受ける物性面にも違いが生じてい
るものと推察される。そこで上記の紫外線照射20時間後の試料についてその切断強度、伸度を測
定し、切断に要する総エネルギーの変化および初期弾性率の変化を未処理の場合と比較検討した。
切断強力、伸度の平均値について第4図に示したがデータのばらつきを考慮すると切断強力には
ほとんど差は見られず蛍光増白剤WGの100mg／1の場合がやや大きくなっていることが伺える。
また切断伸度では洗剤の場合やや大きく蛍光増白剤WGの場合では逆に若干小さくなっているよ
うな傾向が認められ、以下に考察する初期弾性率の変化とも大きく関係しているものと思われる。
これらの試料の切断に要する総エネルギーの面から見た結果は実験回数が少なかったことにもよ
るが極めてばらつきが大きく、むしろ先にも述べた如く蛍光増白剤の影響による蟻酸不溶解分の
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第4図紫外線照射後の切断強伸度
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再結合化構造物や架橋化構造物質の生成等をも考慮すれば初期弾性率に変化が生じているものと
推察されたのでこれらの結果をデータのばらっきの範囲（RANGE）と共に第5図に示す。
同図から未処理および洗剤処理による場合に比べ、蛍光増白剤WGでは初期弾性率が大きくなっ
ている傾向が見られる。またその濃度が大きくなるにしたがい初期弾性率が大となり100mg／1
の場合では他に比べ、特に大きくなっていることが認められる。蛍光増白剤による布地（ナイロ
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蛍光増白剤・洗剤の濃度、種類
第5図紫外線照射後の試料の初期弾性率
ソ繊物）の熱応力に関する研究からも紫外線照射後の試料の温度上昇に伴う熱収縮力が未処理の
場合より大きくなる傾向6）　とも類似し、先の再結合化構造物や架橋化構造物質の生成の影響
等により、硬化現象が生じるものと推察される。影ヒ先に見た切断強力、切断伸度にも影響を及
ぼしているもののように考えられた。
IV．ま　　と　　め
　ナイロソ用蛍光増白剤WGおよび市販の綿・麻・レーヨソ・合成繊維洗濯用合成洗剤をナイロ
ソフィルムに吸着させ、そのフィルムに紫外線を照射して、透過する紫外線強度の変化、並びに
蛍光増白剤の紫外線照射によるナイロソフィルム自身の物性変化を検討した。
1．少なくとも今回の実験精度での市販洗剤中の蛍光増白剤（標準使用量）による透過紫外線強
度の変化からは遮蔽効果は認め難かった。むしろナイロソフィルム自身の変質により、紫外線の
透過率が照射時間の増大と共に減少する結果を示した。
2．蛍光増白剤WGでは10mg／1程度でも未処理と比べた場合、その透過紫外線強度は小さく、
紫外線遮蔽効果は認められた。また照射時間の増大により透過紫外線強度が大きくなっていく傾
向を示すことは蛍光増白剤の蛍光の消失と関係するものと考えられた。
3．蛍光増白剤WGの濃度が高い場合では明らかに紫外線遮蔽効果が認められ、蛍光の消失する
15時間前後より紫外線透過率が増大していくことは、それをより一層裏付けるものと考えられた。
4．蛍光増白剤WGの吸着したナイロソフィルム自身は紫外線照射により、その初期弾性率が大
きくなる傾向を示し、硬化することを示唆する結果を得た。また切断強力や伸度、切断に要する
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総エネルギーに関しては未処理、蛍光増白剤WG、洗剤の問に明瞭な差は見られなかった。
参　考　文　献
1）西沢・木藤i：日本繊維製品消費科学会昭和62年度年次大会・研究発表要旨，1987
2）西沢：新潟青陵女子短期大学研究報告，22，1992
3）坂本ほか：日本繊維製品消i費科学会誌．34，349（1993）
4）坂本ほか：日本繊維製品消費科学会誌，34，659（1993）
5）小川　安朗：応用被服材料学，光生館
6）西沢：衣生活研究，1977，9（43）
